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9.1(1) リリースの機能拡張

次の表に、Unified Communications Managerリリース 9.1(1)拡張機能を示します。

表 1：9.1(1) リリースの機能拡張

説明拡張

89XXまたは 99XXデバイスで共有回線を使用
する場合、一意のコール IDは、ピックアップ
するコールをユーザに通知します。コール ID
は、会議中にスタティックなままになります。

詳細については、Bug Toolkitの CSCub35904を
参照してください。

CBargeの一意のコール ID
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Androidアプリケーションに対して、[IP Phone
サービス名（IP Phone Service Name）]フィール
ドの文字制限を 32文字から 128文字に増やし
ました。この結果、比較的長いアプリケーショ

ン名を入力できるようになりました。詳細につ

いては、Bug Toolkitの CSCty64623を参照して
ください。

Phoneサービスフィールドの文字数の増加

SIP電話機がコールを転送する場合に、SCCP電
話機の場合と同様に、サービスパラメータ「Use
Original Call Classification for Transferred Calls」
を有効にします。詳細については、Bug Toolkit
の CSCty38858を参照してください。

SIPに対する元のコール分類

VG350は、1台のシステムで最大 160のアナロ
グ回線をサポートする新しい高密度アナログ

ゲートウェイです。このゲートウェイは、Cisco
Unified CommunicationsManagerで設定可能で、
BATもサポートしています。

VG350ゲートウェイのサポート

Service Advertisement Framework（SAF）学習パ
ターンの規模を 20,000から 100,000に拡大しま
した。

SAF学習ルートの拡大

セキュア SCCPを使用して設定する場合に「信
頼できる」としてマークできるように、VG224
に対してUnified CommunicationsManagerで設定
可能なオプションを用意しました。詳細につい

ては、Bug Toolkitの CSCti08882を参照してく
ださい。

VG224セキュリティ設定

コール転送などの機能におけるグローバルダイ

ヤルプランの一貫した発信側情報。詳細につ

いては、Bug Toolkitの CSCtd09842を参照して
ください。

発信側の正規化

48および 72ポートアナログカードのアナログ
ISRG2モジュールをサポートするためのUnified
Communications Managerでの設定のサポート。

ISR G2に対するアナログモジュールのサポー
ト
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Enterprise LicenseManagement内の製品認証キー
（PAK）の電子的取得。お客様は Enterprise
License Managementサービスで PAKを入力で
き、サービスは自動的にライセンスをダウン

ロードします。詳細については、『Enterprise
License Manager User Guide』を参照してくださ
い。

Enterprise License Managementの電子的取得

CCMCIPサーバコンポーネントの過負荷時に
Unified CommunicationsManagerシステムを保護
するために、スロットリングメカニズムを導入

しました。詳細については、Bug Toolkitの
CSCty20488を参照してください。

CCMCIPスロットリング

オーディオだけが安全であり、CUVAビデオは
安全ではない場合に、お客様がロックアイコン

（セキュリティアイコン）を表示できる設定可

能なオプションが、Unified Communications
Managerで導入されました。詳細については、
BugToolkitのCSCua91582を参照してください。

オーディオだけのロックアイコン（ビデオは無

視されます）

商用モデルの新しいライセンスを実装しまし

た。詳細については、以下の「ライセンシン

グ」の項または『Enterprise LicenseManagerUser
Guide』を参照してください。

商用ライセンスの変更
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ハントメンバーの自動ログアウトが、Unified
Communications Manager 9.0(1)でキューイング
対応ハントパイロットのために導入されまし

た。エージェントが、キューイング対応ハント

パイロットコールに応答しない場合、そのエー

ジェントはハントグループからログオフされ、

電話機の「HLOG」ソフトキーを押してハント
パイロットにログインしない限り、追加のハン

トパイロットコールを受信しません。この動

作は、Unified Communications Manager 9.0(1)で
設定できません。 Unified Communications
Manager 9.1(1)で、管理者は、コールが応答され
ない場合に、ハントメンバーのログイン状態を

維持するかどうかを選択できます。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Manager AdministrationGuide』の「Automatically
Logout Hunt Member on No Answer」と『Cisco
Unified Communications Manager Features and
ServicesGuide』の「CallQueuing」を参照してく
ださい。

応答のないハントメンバーの自動ログアウト

ページング

現在、Unified Communications Managerには Singlewire InformaCast製品が含まれています。この製
品は、Cisco IP電話間でユーザがポイントツーポイントまたはグループページングを行うページ
ング機能を提供します。 InformaCast製品のソフトウェアおよびマニュアルは、購入した Unified
Communications Managerに付属する別の DVDに格納されています。これは、cisco.comで、ソフ
トウェアダウンロードとしてオンラインでも入手できます。

InformaCast製品は、2つのカテゴリ種類、基本機能と拡張機能に分けられます。基本的なページ
ング機能によって、Cisco IP Phoneと管理者が設定するグループおよびゾーン間で、ページングを
実行できます。無制限の数のグループを作成できますが、基本ページングでは、各グループの

ユーザの合計は最大 50人です。基本ページングは、Unified Communications Managerの新機能と
して無償で提供されます。単一グループ内の50人以上のユーザまたは高度な機能が必要な場合、
InformaCastの拡張機能が必要であり、強く推奨されます。

InformaCast拡張機能は、次のとおりです。

•すべてのユーザに対するページングと緊急事態の通知

•オーバーヘッドアナログスピーカーおよび IPスピーカーへのページング

•ベルのスケジューリング

•コール割り込みオプションによる緊急通知の優先順位付け
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•事前録音およびテキストのみのページング

•通知のためのソーシャルメディアサイトとの統合

•電子メールおよび SMSによる大量通知

•通話番号モニタリング - 911アラート

• Jabberクライアントとの統合

他にも、多数の拡張ページングの追加機能があります。エンドユーザの Unified Communications
Manager配備に対して、拡張ページング/通知が適切かどうかを判断するために、拡張機能を60日
間試用して、高度な機能を評価できます。ソフトウェアのインストール後に、すべての機能を利

用するデモ期間を開始するオプションがあります。使用後に拡張機能を残すか、または Unified
Communications Managerの購入時にこの機能が必要な場合、拡張ページング/通知機能は、
SolutionsPlusからの永久ライセンスまたはSinglewireからの直接サブスクリプションとして購入で
きます。この製品の機能に関する詳細または販売に関する質問については、Singlewireに問い合
わせるか、製品に付属のマニュアルおよびサポート情報を参照してください。

Cisco Jabber のシングルサインオンのサポート
IM and Presence Release 9.1(1)は、Cisco Jabberのシングルサインオン（SSO）をサポートしてい
ます。この機能には、CiscoClientProfileAgentサービスが必要です。詳細については、『Deployment
Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』または『Cisco Unified
Communications Operating System Administration Guide』を参照してください。

拡張 IM and Presence の展開サポート
企業全体のプレゼンスドメインをサーバの DNSドメインと合わせる必要はなくなりました。 IM
and Presence展開に共通のプレゼンスドメインを配置し、ノードを複数の DNSドメインに展開で
きます。ある IM and Presenceノード名がホスト名だけに基づいている場合、すべての IM and
Presenceノードが同じ DNSドメインを共有する必要があります。ただし、展開内のすべてのIM
and Presenceノードに、ノードの完全修飾ドメイン名（FQDN）または IPアドレスに設定された
ノード名がある場合は、次の展開オプションがサポートされています。

•別々の DNSドメインまたはサブドメインに展開された IM and Presenceクラスタ

•別々の DNSドメインまたはサブドメイン内に展開されたクラスタ内の IM and Presenceノー
ド

•関連するCisco Unified CommunicationsManagerクラスタとは異なるDNSドメインに展開され
ているクラスタ内の IM and Presenceノード

詳細については、『Deployment Guide for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager』を参照してください。

Cisco Unified Communications Manager Release 9.1(1) リリースノート
   OL-28258-01-J 5

新機能および変更情報

Cisco Jabber のシングルサインオンのサポート



Partitioned Intradomain Federation with Microsoft Lync
IM and Presence Service Release 9.1(1)は、Partitioned Intradomain Federation with Microsoft Lyncをサ
ポートしています。詳細については、『Partitioned Intradomain Federation for IM andPresence Service
on Cisco Unified Communications Manager』を参照してください。

ライセンシング
Advanced UCLおよび UWLの Premiumライセンスタイプは、適用されなくなりました。これま
で Advanced UCLおよび UWLの Premiumライセンスの対象であった次のデバイスタイプには、
Enhancedライセンスタイプが必要です。

• Cisco IP Communicator

• Cisco Unified Personal Communicator

• Carrier-Integrated Mobile

• Unified Client Services Framework

• Cisco Telepresence EX60

• Cisco Telepresence EX90

• Cisco Dual Mode for Android

• Cisco Dual Mode for iPhone

• Cisco Unified Mobile Communicator

• IMS-integrated Mobile

Enhanced Plus UCLが追加されました。これには、Enhancedライセンスタイプと同じデバイスタ
イプと機能が含まれ、ユーザ 1人あたり最大 2台のデバイスを使用できます。

シスコユニファイドワークスペースライセンス(UWL)の Standardでは、ユーザ 1人あたり最大
10台のデバイスを使用できます。

リリース 9.0(1)から Unified Communications Manager Release 9.1(1)にアップグレードするお客様
は、ライセンスファイルを更新する必要があります。リリース 9.0(1)で Jabber for Mobileクライ
アントと Jabber for Desktopクライアントを提供するために、Enhanced、Enhanced Plus、および
UWL Standardに対して、Unified Communications Manager UWL Premiumライセンスがお客様に対
して発行されました。これらのライセンスは、UWL Premiumとして、Enterprise License Manager
Release 9.0(1)にインストールされ、認識されました。

また、リリース 9.0(1)にアップグレードするためのライセンス移行要求には、Advanced UCLライ
センスの取得が含まれていました。ただし、リリース 9.0(1)システムを 9.1(1)リリースにアップ
グレードする場合、Advancedライセンスと UWL Premiumライセンスは有効ではなくなります。
9.0(1)システムで UWL Premiumライセンスまたは Advanced UCLライセンスを持っているお客様
は、Enterprise License Managerをリリース 9.1(1)にアップグレードし、9.1(1)ライセンスへの変換
のために、9.0(1)ライセンスファイルをシスコに送信する必要があります。リリース 9.1(1)ライ
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センスへの変換によって、Enhanced、Enhanced Plus、およびUWLStandardライセンスの元の権限
が復元されます。ライセンスファイルにUWLPremiumまたはAdvancedUCLが含まれる場合は、
ライセンスファイルの交換について、シスコ（uc91-license@cisco.com）にお問い合わせくださ
い。

お客様が Unified Communications Managerをリリース 9.0(1)からリリース 9.1(1)にアップグレード
した後、Enterprise License Managerもリリース 9.1(1)にアップグレードする必要があります。
Enterprise License Managerリリース 9.0(1)は、Unified Communications Manager Release 9.1(1)のライ
センス要件を認識しません。

詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManagerFeatures and ServicesGuide』の「Licensing」
の章を参照してください。
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